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W16a InFOCµS 気球搭載用硬Ｘ線望遠鏡の性能評価 (1)
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10keV以上の硬Ｘ線領域では、高温プラズマからの熱的放射が減少し、それにともない逆コンプトン散乱やシ
ンクロトロン放射による非熱的放射成分が卓越し始める。このため硬Ｘ線領域の撮像観測は、銀河団や活動的銀
河核などの非熱的放射機構の解明に大変有効である。硬Ｘ線望遠鏡は、開口効率を高めるために多重薄板型斜入
射光学系を用い、反射鏡面に Pt/C多層膜スーパーミラーを用いることによって、従来の単一膜の全反射を利用
したＸ線望遠鏡の実質的な限界である 10keVを越えても高い反射率をもつ。
我々はNASA/GSFCと共同で硬Ｘ線撮像観測気球実験 (InFOCµS)を行なっている。InFOCµSは 2001年 7月
に第一回フライトを行い、硬Ｘ線撮像観測に成功した。これまで、今年 5月に行なわれたその第二回フライトに
向けて硬Ｘ線望遠鏡の改良、製作を行なってきた。第一回フライト時と比較して、鏡面製作にレプリカ法を採用
し、多層膜スーパーミラーのパラメータの最適化を行なって、反射率を向上させた。また、反射鏡の組み上げ精
度を向上させ、剛性の高い反射鏡基板を導入し、形状誤差の小さいレプリカ母型の選別使用を行なうことにより、
結像性能を向上させた。第一回フライトで用いた望遠鏡の３つの 1/4望遠鏡に、我々が今回製作した 1/4望遠鏡
を加えて、望遠鏡全体を組み上げた。製作した硬Ｘ線望遠鏡は、高輝度放射光施設 SPring-8、宇宙科学研究所の
30mビームラインを用いて性能評価が行なわれた。特に SPring-8では二結晶分光器を用いた単色硬Ｘ線平行ビー
ムで、硬Ｘ線における焦点面像を得た。SPring-8での測定結果から、30keVで結像性能は HPDで 2.4分角とな
り、前回より 5%の性能の向上が見られた。有効面積は 55.5cm2となり、前回比 25%の性能の向上が見られた。
本講演では、特に硬Ｘ線望遠鏡の SPring-8における特性評価の詳細を報告、考察する。


